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１．はじめに 
本報告書は，平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震本震の際，当社福

島第一原子力発電所に設置している地震観測点のうち，現時点で加速度時刻歴

データが得られている各観測点の記録を整理したものである。 

 

２．地震概要 
平成 23 年３月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震の概要を以下に示す。 

・発生日時：平成 23 年３月 11 日 14 時 46 分頃 

・震央地名：三陸沖 

・地震諸元（気象庁暫定値） 

    規  模：マグニチュード 9.0 

    震央位置：北緯 38 度 6.2 分，東経 142 度 51.6 分 

    震源深さ：24km 

・福島第一原子力発電所との距離 

  震央距離：178km 

  震源距離：180km 

・各地の震度 

    震度７ ：栗原市築館 

震度６強：大熊町下野上，富岡町本岡，浪江町幾世橋，楢葉町北田，

双葉町新山，他 

    震度６弱：田村市大越町，田村市常葉町，田村市都路町，田村市滝根

町，いわき市小名浜，いわき市三和町，いわき市錦町，い

わき市平梅本，福島広野町下北迫大谷地原，川内村上川内

小山平，川内村上川内早渡，飯舘村伊丹沢，南相馬市鹿島

区，南相馬市小高区，他 

    震度５強：いわき市平四ツ波，福島広野町下北迫苗代替，川内村下川

内，葛尾村落合落合，南相馬市原町区三島町，南相馬市原

町区本町，田村市船引町，他 

    震度５弱：二本松市小浜，他 
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３．福島第一原子力発電所における地震観測の状況 

 

３．１ 地震観測の概要 

福島第一原子力発電所では，敷地地盤，各号機の原子炉建屋及びタービン建

屋，並びに地震観測室の計 53 箇所に地震計を設置し観測を行っている。 

 

３．２ 地震観測点の配置 

福島第一原子力発電所における地震観測点の配置を図 3.2-1 に示す。敷地地

盤では，図 3.2-1 に示す自由地盤系南地点，自由地盤系北地点，及び６号機建

屋周辺地盤の３箇所において，鉛直アレイ観測を行っている。詳細な地震計の

配置図及び地盤の概要を添付１に示す。 

なお，本報告書における標高は，東京湾平均海面(T.P.)の下方 0.727m に相

当する小名浜港工事基準面(O.P.)で表すものとする。 

 

３．３ 地震計の計器特性 

福島第一原子力発電所に設置されている各地震計は，設置時期の相違等によ

り，その計器特性が異なる。各地震計の計器特性を添付２に示す。 
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図 3.2-1 福島第一原子力発電所における地震観測点の配置 

N
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４．平成 23 年東北地方太平洋沖地震における観測記録 

 

４．１ 敷地地盤における観測記録 

本震の際，敷地地盤に設置した地震計 15 台のうち，自由地盤系南地点，自由

地盤系北地点，及び６号機建屋周辺地盤の地震観測点に設置した地震計 13 台に

おいて加速度時刻歴データを取得している。敷地地盤で得られた観測記録の最

大加速度値を表 4.1-1 に示す。 

これらのうち，自由地盤系南地点及び自由地盤系北地点における地盤の各深

度で得られた観測記録の最大加速度分布を図 4.1-1 に，加速度時刻歴波形を図

4.1-2 に示す。また，各深度の応答スペクトルを比較して図 4.1-3 に，解放基盤

表面に最も近い深度の観測点（O.P.-200m）における観測記録の応答スペクトル

と基準地震動 Ss の応答スペクトルを図 4.1-4 に示す。 

 

４．２ 建屋における観測記録 

 本震の際，建屋に設置した地震計 38 台のうち，１～６号機の原子炉建屋，６

号機のタービン建屋，並びに自由地盤系南地点の地震観測室に設置した地震計

16 台において加速度時刻歴データを取得している。各建屋で得られた観測記録

の最大加速度値を表 4.2-1 に示す。 

これらのうち，図 4.2-1 に示す各号機の原子炉建屋基礎版上及び６号機の原

子炉建屋２階で得られた観測記録の加速度時刻歴波形を図 4.2-2 に，観測記録

の応答スペクトルと基準地震動 Ssによる応答スペクトルを比較して図 4.2-3 に

示す。 

図 4.2-3 によると，観測記録の応答スペクトルが一部の周期帯において基準

地震動 Ss による応答スペクトルを上回っているものの，概ね同程度となってい

る。 

なお，表 4.2-1 において＊印を付した観測記録は，地震計のデータを記録す

る装置のシステムにおける不具合により，記録開始から 130～150 秒程度で記録

が中断している。その原因及び今後の対策については添付３に示す。 

途中で終了している観測記録のうち，６号機原子炉建屋基礎版上の 6-R2 観測

点については，近接するP3観測点において完全な記録を取得していることから，

これらの記録を比較することにより，途中で終了していることによる影響を確

認する。 

6-R2 観測点及び P3 観測点における加速度時刻歴波形を比較して図 4.2-4 に，

応答スペクトルを比較して図 4.2-5 に示す。 

図 4.2-4 及び図 4.2-5 によると，最大加速度値及び応答スペクトルはいずれ

も概ね同程度となっていること，さらに，敷地地盤において完全な記録が得ら
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れていることから，今回の事象は今後の検討において大きな問題となるもので

はないと考えられる。 

 

また，本震時の各地震観測点における記録取得状況，並びに敷地地盤及び各

建屋で取得した全ての観測記録の最大加速度値，加速度時刻歴波形及び応答ス

ペクトルを添付４に示す。 

 

なお，これらの記録の値等については，今後の分析・検討の進展に伴い変更

となる可能性がある。 
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表 4.1-1 敷地地盤で得られた観測記録の最大加速度値 

      

観測された最大加速度値（単位：Gal） 
観測箇所 観測位置 観測点名

NS 方向 EW 方向 UD 方向 

O.P.+32.9m GS1 463 600 326 

O.P. -5.0m GS2 250 345 142 

O.P. -100m GS3 249 321 153 

O.P. -200m GS4 242 355 163 

自由地盤系 

南地点 

O.P. -300m GS5 242 360 154  

O.P.+12.2m GN1 570 699 239 

O.P. -5.0m GN2 293 456 166 

O.P. -100m GN3 313 258 143 

O.P. -200m GN4 250 220 116 

自由地盤系 

北地点 

O.P. -300m GN5 231 248 106 

O.P.-18.0m P13 252  405  194  

O.P.-18.0m P4 209 387 189 
６号機 

建屋周辺地盤 
O.P. -130m P14 313  302  113  
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図 4.1-1(1) 自由地盤系南地点地震観測点における最大加速度分布 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 4.1-1(2) 自由地盤系北地点地震観測点における最大加速度分布 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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（e）GS5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図 4.1-2(1) 自由地盤系南地点地震観測点の加速度時刻歴波形（NS 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 4.1-2(2) 自由地盤系南地点地震観測点の加速度時刻歴波形（EW 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 4.1-2(3) 自由地盤系南地点地震観測点の加速度時刻歴波形（UD 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 4.1-2(4) 自由地盤系北地点地震観測点の加速度時刻歴波形（NS 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 4.1-2(5) 自由地盤系北地点地震観測点の加速度時刻歴波形（EW 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 4.1-2(6) 自由地盤系北地点地震観測点の加速度時刻歴波形（UD 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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(a) NS 方向                 (b) EW 方向                  (c) UD 方向 

 

図 4.1-3(1) 自由地盤系南地点地震観測点における深度別の擬似速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 4.1-3(2) 自由地盤系北地点地震観測点における深度別の擬似速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震]
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※解放基盤表面上で定義している基準地震動 Ss を併記。 

図 4.1-4 自由地盤系南地点及び北地点地震観測点の O.P.-200m における擬似速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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基準地震動 Ss-2V 
基準地震動 Ss-3V 
南地点 GS4 観測点（O.P.-200m） 
北地点 GN4 観測点（O.P.-200m） 
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表 4.2-1(1) 原子炉建屋で得られた観測記録の最大加速度値 

     （単位：Gal）

観測された最大加速度値 
基準地震動 Ss に対する 
最大応答加速度値 号機 観測位置 

観測 

点名 NS 方向 EW 方向 UD 方向 NS 方向 EW 方向 UD 方向

１号機 地下１階(基礎版上) 1-R2   460 *   447 *   258 * 487 489 412 

２号機 地下１階(基礎版上) 2-R2   348 *   550 *   302 * 441 438 420 

３号機 地下１階(基礎版上) 3-R2   322 *   507 *   231 * 449 441 429 

４号機 地下１階(基礎版上) 4-R2   281 *   319 *   200 * 447 445 422 

５号機 地下１階(基礎版上) 5-R2   311 *   548 *   256 * 452 452 427 

P1 962  661  353  1228 1189 594 
屋根トラス 

P11     (1372)   2348 

P2 575  487  334  
６階 

P10 552  557  293  
930 910 541 

２階 P8 358  390  209  575 534 422 

6-R2   298 *   444 *   171 *

P3 290  431  163  

６号機 

地下２階(基礎版上) 

P5 279  425  244  

445 448 415 

※1) 表中の＊印を付した観測記録は，記録開始から 130～150 秒程度で記録が中断している。 

※2) 観測していない方向・評価していない方向については斜線で示している。 

※3) P11 観測点における括弧内の値は，センサーの規格値(1000Gal)を上回っているため，参考値。 

※4）基準地震動 Ss に対する最大応答加速度値は Ss-1～Ss-3 の応答値のうち，最大値を記載。 

 

 

表 4.2-1(2) その他の建屋で得られた観測記録の最大加速度値 

 

観測された最大加速度値（単位：Gal）
号機 建屋 観測位置 観測点名

NS 方向 EW 方向 UD 方向 

２階(ペデスタル) P9 728 790 262  
６号機 タービン建屋 

地下１階(基礎版上) P6 299  505 211 

自由地盤系南地点 
地震観測室 

観測室内
(O.P.+35.2m) 

4-G1   499 *   628 *   401 * 

※1) 表中の＊印を付した観測記録は，記録開始から 130～150 秒程度で記録が中断している。 
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O.P. 
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２階

地下１階(基礎版上) 地下１階(基礎版上) 地下１階(基礎版上) 地下１階(基礎版上) 地下１階(基礎版上) 

P8

２階 
O.P.+18.0m 

図 4.2-1 各号機原子炉建屋基礎版上及び６号機原子炉建屋２階の地震観測点配置 
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図 4.2-2(1) １号機原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，1-R2 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 4.2-2(2) ２号機原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，2-R2 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 4.2-2(3) ３号機原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，3-R2 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 4.2-2(4) ４号機原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，4-R2 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 4.2-2(5) ５号機原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，5-R2 観測点] 

EW 方向 

UD 方向 

NS 方向 
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図 4.2-2(6) ６号機原子炉建屋２階の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P8 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 4.2-2(7) ６号機原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，6-R2 観測点] 

EW 方向 

UD 方向 

NS 方向 
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図 4.2-2(8) ６号機原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P3 観測点] 

 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 4.2-2(9) ６号機原子炉建屋基礎版上の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P5 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 4.2-3(1) １号機原子炉建屋基礎版上の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 

1-R2 観測点
基準地震動 Ss-1 
基準地震動 Ss-2 
基準地震動 Ss-3 
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図 4.2-3(2) ２号機原子炉建屋基礎版上の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 

2-R2 観測点
基準地震動 Ss-1 
基準地震動 Ss-2 
基準地震動 Ss-3 
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図 4.2-3(3) ３号機原子炉建屋基礎版上の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 

3-R2 観測点
基準地震動 Ss-1 
基準地震動 Ss-2 
基準地震動 Ss-3 
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図 4.2-3(4) ４号機原子炉建屋基礎版上の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 4.2-3(5) ５号機原子炉建屋基礎版上の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 4.2-3(6) ６号機原子炉建屋２階の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P8 観測点] 

P8 観測点
基準地震動 Ss-1 
基準地震動 Ss-2 
基準地震動 Ss-3 
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図 4.2-3(7) ６号機原子炉建屋基礎版上の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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注）それぞれ上が 6-R2 観測点，下が P3 観測点の記録。 

 

図 4.2-4 近接する観測点における加速度時刻歴波形の比較 

（６号機原子炉建屋基礎版上） 
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図 4.2-5 近接する観測点における加速度応答スペクトルの比較(h=0.05) 

（６号機原子炉建屋基礎版上） 

6-R2 観測点 
  P3 観測点
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５．まとめ 
平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震本震の際，当社福島第一原子力

発電所に設置している地震観測点のうち，現時点で加速度時刻歴データが得ら

れている各観測点の記録を整理した。 

今後も引き続き，本震のその他の観測点及び余震の各観測点における記録の

収集，整理に努めるとともに，収集した観測記録の分析及び施設の影響評価を

実施していく。 
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福島第一原子力発電所における 

地震計配置図及び地盤概要 
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図１ 福島第一原子力発電所の敷地地盤における地震観測点の配置 
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図２ 自由地盤系南地点地震観測点の地盤概要 
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図３ 自由地盤系北地点地震観測点の地盤概要
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図４ ６号機建屋周辺地盤地震観測点の地盤概要 
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※ 一部観測点で記録未取得の建屋を含む。詳細は図６～図 11 を参照。 

 

図５ 福島第一原子力発電所の建屋における地震観測点の配置 
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図６ 地震計配置図（１号機） 
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図７ 地震計配置図（２号機） 
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図８ 地震計配置図（３号機） 
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図９ 地震計配置図（４号機） 
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図 10 地震計配置図（５号機） 
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図 11 地震計配置図（６号機） 
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福島第一原子力発電所に設置されている地震計の計器特性 
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表１ 各地震観測点における地震計種別 
 

敷地地盤  建屋 

観測箇所 観測位置 観測点名 
地震計
種別 

号機 建屋 観測位置 観測点名 
地震計
種別 

O.P.+32.9m GS1 Ａ ２階 1-R1 Ｃ 

O.P. -5.0m GS2 Ａ 

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 1-R2 Ｃ 

O.P. -100m GS3 Ａ ２階 1-T1 Ｃ 

O.P. -200m GS4 Ａ ２階(ペデスタル) 1-T2 Ｃ 

自由地盤系 
南地点 

O.P. -300m GS5 Ａ 

１
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 1-T3 Ｃ 

O.P.+12.2m GN1 Ａ ２階 2-R1 Ｃ 

O.P. -5.0m GN2 Ａ 

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 2-R2 Ｃ 

O.P. -100m GN3 Ａ ２階 2-T1 Ｃ 

O.P. -200m GN4 Ａ ２階(ペデスタル) 2-T2 Ｃ 

自由地盤系 
北地点 

O.P. -300m GN5 Ａ 

２
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 2-T3 Ｃ 

O.P.+13.5m P7 Ｂ ２階 3-R1 Ｃ 

O.P. -4.0m P12 Ｂ 

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 3-R2 Ｃ 

O.P.-18.0m P13 Ｂ ２階 3-T1 Ｃ 

O.P.-18.0m P4 Ｂ ２階(ペデスタル) 3-T2 Ｃ 

６号機建屋 
周辺地盤 

O.P. -130m P14 Ｂ 

３
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 3-T3 Ｃ 

     ２階 4-R1 Ｃ 

     

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 4-R2 Ｃ 

     ２階 4-T1 Ｃ 

     ２階(ペデスタル) 4-T2 Ｃ 

     

４
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 4-T3 Ｃ 

     ２階 5-R1 Ｃ 

     

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 5-R2 Ｃ 

     ２階 5-T1 Ｃ 

     ２階(ペデスタル) 5-T2 Ｃ 

     

５
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 5-T3 Ｃ 

     P1 Ｂ 

     
屋根トラス 

P11 Ｂ 

     P2 Ｂ 

     
６階 

P10 Ｂ 

     ２階 P8 Ｂ 

     6-R2 Ｃ 

     P3 Ｂ 

     

原子炉 
建屋 

地下２階(基礎版上) 

P5 Ｂ 

     ２階 6-T1 Ｃ 

     ２階(ペデスタル) P9 Ｂ 

     

６
号
機 

タービン
建屋 

地下１階(基礎版上) P6 Ｂ 

     
自由地盤系南地点

地震観測室 

観測室内 
(O.P.+35.2m) 

4-G1 Ｃ 

     
自由地盤系北地点

地震観測室 

観測室内 
(O.P.+14.5m) 

6-G1 Ｃ 
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表２ 地震計Ａの計器特性 

 

仕    様 

部 位 項  目 
全観測点共通 

方式 
電磁フィードバック式加速度計 

（角変位検出型サーボ式） 

周波数範囲 DC ～ 300 Hz 検出部 

測定可能範囲 ± 2 G 

周波数特性 0.05 ～ 30 Hz 

フィルタ LPF IIR, 6 次, f0 = 30 Hz 増幅部 

フルスケール ± 2000 Gal 

A/D 変換 24 bit (実効：21 bit,ダイナミックレンジ：126 dB) 

最小分解能 0.96 mGal 

サンプリングレート 100 Hz 

キャリブレーション sin 波 2.5 Hz 及び 5 Hz，1 回/日 

記録媒体 CF カード 2 GB（2 GB×1 枚） 

最大収録時間 約 61 時間 

記録部 

時計精度 GPS により毎秒校正 

無停電 

電源装置 
停電保証時間 1 kVA 1 時間 

 

起動・停止及び記録時間の設定 

項  目 
GS1～GS5 観測点 GN1～GN5 観測点 

起動・停止を判定する観測点 GS5 観測点（３成分） GN5 観測点（３成分） 

起動レベル 0.5 Gal 

起動設定 ３成分のいずれかが起動レベルを上回った場合 

停止設定 ３成分の全てが起動レベルを下回った場合 

記録時間 
起動を認識した時刻の 30 秒前より記録を開始し， 

停止を認識した時刻の 60 秒後に記録を終了する。 

１地震あたりの最大記録時間 300 秒 
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表３ 地震計Ｂの計器特性 

 

仕    様 

部 位 項  目 
P1～P4 観測点 P5～P11 観測点 P12～P14 観測点

方式 

電磁式負帰還方式

加速度計 

（変位帰還型） 

電磁フィードバック式加速度計 

（速度帰還型サーボ式） 

周波数範囲 DC ～ 400 Hz 0.1～100 Hz 検出部 

測定可能範囲 
水平：± 2 G 

上下：± 1 G 
± 1000 Gal ± 700 Gal 

周波数特性 0.02 ～ 30 Hz 

フィルタ 
LPF IIR, 3 次, f0 = 30 Hz 

HPF IIR, 1 次, f0 = 0.02 Hz 
増幅部 

フルスケール ± 2097 Gal 

A/D 変換 24 bit（実効 19 bit，ダイナミックレンジ：114 dB) 

最小分解能 4.00 mGal 

サンプリングレート 100 Hz 

キャリブレーション sin 波 1 Hz，1 回/日 

記録媒体 CF カード 1 GB（512 MB×2 枚） 

最大収録時間 約 21.4 時間 

記録部 

時計精度 GPS により毎時校正（誤差 ± 1 ppm 以下） 

無停電 

電源装置 
停電保証時間 3 kVA 1 時間 

 

起動・停止及び記録時間の設定 

項  目 
全観測点共通 

起動・停止を判定する観測点 
P14 観測点（NS,EW の２成分） 

P13 観測点（UD の１成分） 

起動レベル 1 Gal 

起動設定 ３成分のいずれかが起動レベルを上回った場合 

停止設定 ３成分の全てが起動レベルを下回った場合 

記録時間 
起動を認識した時刻の 30 秒前より記録を開始し， 

停止を認識した時刻の 90 秒後に記録を終了する。 

１地震あたりの最大記録時間 600 秒 

 



 4

表４ 地震計Ｃの計器特性 

 

仕    様 

部 位 項  目 
全観測点共通 

方式 電磁式負帰還方式加速度計（変位帰還型） 

周波数範囲 DC ～ 450 Hz 検出部 

測定可能範囲 ± 2097 Gal 

周波数特性 DC ～ 30 Hz 

フィルタ 
LPF IIR，3 次，f0 = 30 Hz 

HPF IIR，1 次，f0 = 0.02 Hz 
増幅部 

フルスケール ± 2097 Gal 

A/D 変換 24 bit（実効 19 bit，ダイナミックレンジ：114 dB) 

最小分解能 4.00 mGal  

サンプリングレート 100 Hz 

キャリブレーション sin 波 1 Hz，1 回/日 

記録媒体 CF カード 512 MB（256 MB×2 枚） 

最大収録時間 約 160 時間 

記録部 

時計精度 PC の内部時計により毎時校正（誤差 ± 1 ppm 以下） 

無停電 

電源装置 
停電保証時間 3 時間（内蔵バッテリー） 

 

起動・停止及び記録時間の設定 

項  目 原子炉建屋／ 

タービン建屋 

基礎版上 

タービン建屋 

２階(ペデスタル） 
その他の観測点 

起動・停止を判定する観測点 各観測点（３成分） 

起動レベル 1 Gal 20 Gal 2 Gal 

起動設定 ３成分のいずれかが起動レベルを上回った場合 

停止設定 ３成分の全てが起動レベルを下回った場合 

記録時間 
起動を認識した時刻の 30 秒前より記録を開始し， 

停止を認識した時刻の 90 秒後に記録を終了する。 

１地震あたりの最大記録時間 600 秒 

 

 

 



添付３ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

観測記録が中断した事象の原因及び今後の対策 
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１．はじめに 

 

平成 23 年東北地方太平洋沖地震本震の際，福島第一原子力発電所に設置して

いる地震計において得られた観測記録のうち，一部の記録について記録開始か

ら 130～150 秒程度で記録が中断していることが確認された。 

今回の事象が発生した原因及び今後の対策について，以下にその概要を整理

する。また，詳細については参考資料に示す。 

 

 

 

２．今回の事象の原因 

 

現在までに地震計メーカが調査を実施した結果，当該地震計のデータを記録

する装置（収録装置）のソフトウェア上に２点の不具合が存在することが判明

した。 

その結果，一点目の不具合により記録開始から 130～150 秒程度で記録が中断

したこと，二点目の不具合により記録中断後のデータを記録できなかったこと

が複合して今回の事象が発生したものと考えられる。 

その概要は以下のとおりである。 

 

 

２．１ 一点目（記録開始から 130～150 秒程度で記録が中断した事象）の原因 

 

収録装置は本来，記録開始後，揺れが収まり起動レベルを下回ることを感知

すると，その後一定時間揺れが起動レベルを続けて下回ることを確認して記録

を終了する。 

しかし，当該収録装置では，記録の終了を判定するソフトウェアのロジック

に不具合があり，一旦起動レベルを下回る揺れを感知すると，その時点で記録

の終了を判定し，その後の揺れが再度起動レベルを超えているにも関わらず，

一定時間経過後，記録を終了することが判明した。 

このため，今回の地震のように記録を開始した後大きな揺れが非常に長い間

続くような場合には，主要動の途中で一旦起動レベルを下回る揺れを感知して

しまうと，その後再度起動レベルを超える揺れを感知していても，一定時間経

過後に記録を終了（中断）したものと考えられる。 

 

 

２．２ 二点目（記録中断後のデータを記録できなかった事象）の原因 

 

収録装置は本来，２．１で述べた原因により記録が中断したとしても，その

時点で揺れが起動レベルを超えている場合には，直ちに再度記録を開始して後
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続部分のデータを記録し，全時間のデータを複数のファイルとして保存する。 

しかし，当該収録装置では，外部記録媒体へデータを書き込んだ後の動作に

関するソフトウェアのロジックに不具合があり，データ書き込みの直後に一時

的に外部記録媒体を正常に認識できない状況が発生し，その結果，後続部分の

データを外部記録媒体に書き込めなくなったものと考えられる。 

 

 

 

３．今後の対策 

 

今回の事象を踏まえて，当社が保有する当該収録装置と同機種の装置を対象

として，ソフトウェアの更新を実施するとともに，他の原子力事業者へ注意喚

起するため，原子力施設情報公開ライブラリー「ニューシア」へ今回の事象を

登録する予定である。 

 

 

 

４．今回の事象による影響 

 

今回の事象により途中で終了している観測記録のうち，６号機原子炉建屋基

礎版上の 6-R2 観測点については，近接する P3 観測点において完全な記録が取

得されている。これらの記録を比較した結果，最大加速度値及び応答スペクト

ルは概ね同程度であることが確認できた。また，敷地地盤においては完全な記

録が得られている。 

これらのことから，今回の事象は今後の検討において大きな問題となるもの

ではないと考えている。 
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〔参考資料〕 

 

観測記録が中断した事象の原因及び対策の詳細 

 

１．原因の詳細 

 

１．１ 一点目（記録開始から 130～150 秒程度で記録が中断した事象）の原因 

 

 収録装置は本来，図１に示す記録の終了について，以下の判定を行うように

ソフトウェアのロジックが構築される。 

 

 ○記録開始後，揺れが収まり図１の①で３成分（NS 方向，EW 方向及び UD 方

向）の全てが起動レベルを下回ることを感知すると，その後一定時間（Ｔ１）

揺れが起動レベルを続けて下回ることを確認し，図１の②で記録を終了す

る。 

  

しかしながら，当該収録装置における記録の終了を判定する動作は，以下の

とおりであった。 

 

○記録開始後，一旦図１の③で３成分（NS 方向，EW 方向及び UD 方向）の全

てが起動レベルを下回る揺れを感知すると，その時点で記録の終了を判定

し，その後の揺れが再度起動レベルを超えているにも関わらず，一定時間

（Ｔ１）経過後，図１の④で記録を終了する。 

○ただし，図２に示すように，３成分（NS 方向，EW 方向及び UD 方向）の全

てが起動レベルを下回る揺れを感知（図２の③）し，その後起動レベルを

超える揺れを感知してから再度３成分の全てが起動レベルを下回る揺れを

感知した場合には，図２の③’ から一定時間（Ｔ１）経過後，図２の④’

で記録を終了する。 

 

このため，今回の地震のように記録を開始した後大きな揺れが非常に長い間

続くような場合に，主要動の途中で一旦起動レベルを下回る揺れを感知してし

まうと，その後再度起動レベルを超える揺れを感知していても，再度起動レベ

ルを下回る揺れを感知しなかったため，一定時間（Ｔ１）経過後に記録を終了（中

断）したものと考えられる。 

なお，地震計設置以降これまで数多くの地震が観測されてきたが，これらの

地震では，この不具合によって記録が中断されてしまう前，すなわち図１の③

あるいは図２の③’から一定時間（Ｔ１）以内に地震の揺れ自体が小さくなって

記録を終了していたため，こうした事象が生じることはなかった。 
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１．２ 二点目（記録中断後のデータを記録できなかった事象）の原因 

 

 収録装置は本来，１．１で述べた原因により記録が中断したとしても，その

時点で揺れが起動レベルを超えている場合には，図３に示すように，以下の動

作を行うようにソフトウェアのロジックが構築される。 

 

 ○図３の④で記録を中断した時点で，揺れが起動レベルを上回っている場合

には，直ちに再度記録を開始する。 

 ○図３の②の時点で記録を終了し，全時間のデータを複数のファイル（デー

タファイルＡ及びＢ）として保存する。 

 

 また，図３の④で記録を中断してから後続部分のデータの記録を開始するま

での間に，収録装置は外部記録媒体に対して以下の(a)から(d)の動作を順次行

うようにロジックが構築されている。 

 

(a)中断した前半部分のデータ（データファイルＡ）の外部記録媒体への書き

込みを終了する。 

(b)データファイルＡについて，外部記録媒体へのデータ書き込みの確認動作

を行う。 

(c)データファイルＡの外部記録媒体への書き込み終了（上記(a)）から一定時

間（Ｔ２）経過後，後続部分のデータ（データファイルＢ）を書き込むため

の準備として，外部記録媒体の認識動作を行う。 

(d)データファイルＢの外部記録媒体への書き込みを開始する。 

 

 しかしながら，当該収録装置における(a)から(d)の動作には，以下の問題点

が確認された。 

 

 ○(b)で述べた記録書き込みの確認動作は，(a)で述べた前半部分のデータ書

き込み終了後Ｔ２以内に完了する設計となっていたが，地震計メーカの調査

によると，実際にはＴ２を上回る場合がある。 

 ○一方，(a)で述べた前半部分のデータ書き込み終了からＴ２経過後，(c)で述

べた後続部分のデータを書き込むための準備としての外部記録媒体の認識

動作を試みるが，前述のとおり(b)で述べたデータ書き込みの確認動作が終

了していないため，外部記録媒体へのアクセスが(b)の動作で占有されてお

り，この場合，(c)の認識動作に失敗する。 

 ○その結果，収録装置は外部記録媒体の不良と判断し，(d)で述べた後続部分

のデータの外部記録媒体への書き込みを行わない。 

 

 以上の問題点により，記録中断後の後続部分のデータを記録できなかったも

のと考えられる。 
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２．対策の詳細 

 

今回の事象を踏まえて，当社が保有する当該収録装置と同機種の装置を対象

として，以下に示す対応を行うとともに，他の原子力事業者へ注意喚起するた

め，原子力施設情報公開ライブラリー「ニューシア」へ今回の事象を登録する

予定である。 

 

 

２．１ 一点目の不具合への対応 

 

 図１の③で一旦起動レベルを下回る揺れを感知し，記録の終了を判定した後，

再度起動レベルを超える揺れを感知した図１の⑤の段階で，記録の終了判定を

解除するようにソフトウェアの更新を実施する。 

 

 

２．２ 二点目の不具合への対応 

 

 １．２の(c)で述べた外部記録媒体の認識動作を試みた段階で，(b)で述べた

データ書き込みの確認動作が終了していない可能性を考慮し，(c)の動作につい

て一定間隔で複数回の再試行を行うとともに，収録装置内に一時的にデータを

蓄積するためのバッファを追加するようにソフトウェアの更新を実施する。 

 



記録開始

起動レベルを下回ることを感知した
①以降，一定時間（Ｔ１）起動レベル
を続けて下回ることを確認

記録終了

②の時点で記録を終了

（Ｔ１）

時間

揺れの大きさ

灰色の波形を一定間隔のデジタル
データ（丸印）で記録

起動レベル

①①

②②

③③

④④

⑤⑤

記録開始

一旦起動レベルを下回る揺れ
を感知した③の時点で記録の
終了を判定

記録終了

③から一定時間（Ｔ１）経過した④の時点
で，揺れが再度起動レベルを超えている
にも関わらず記録を終了

（Ｔ１）

当該収録装置
（問題点）

本来のイメージ
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図１．記録終了判定時の収録装置の動作及び当該収録装置の問題点（その１）



時間

揺れの大きさ

灰色の波形を一定間隔のデジタル
データ（丸印）で記録

起動レベル

①①

②②

③③
④④

記録開始

一旦起動レベルを
下回る揺れを感知
した③の時点で記
録の終了を判定

記録終了

③’から一定時間（Ｔ１）経過
した④’の時点で，揺れが再
度起動レベルを超えている
にも関わらず記録を終了

（Ｔ１）

当該収録装置
（問題点）

図２．記録終了判定時の収録装置の動作及び当該収録装置の問題点（その２）

③’③’

（Ｔ１）

④’④’

③の後，起動レベルを超える揺れを感知
してから再度起動レベルを下回る揺れを
感知した場合，③’の時点で，再度記録
の終了を判定
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時間

揺れの大きさ
灰色の波形を一定間隔のデジタル
データ（丸印）で記録

起動レベル

①①

②②

③③

④④

本来のイメージ

記録開始 記録中断

記録開始 記録終了

④の時点で記録を
終了（中断）

②の時点で記録を終了し，全時間のデータ
を２つのファイル（A及びB）として保存

〔データファイルA〕

〔データファイルB〕

④の時点で起動レベルを上回って
いる場合，再度記録を開始

(a)前半部分のデータ
（データファイルA）の
外部記録媒体への書
き込み終了

(b)データファイルAに
ついて，外部記録媒
体への記録書き込み
の確認動作を実施

(c)データファイルA書き込み終了から一定
時間（Ｔ２）経過後，後続部分のデータ
（データファイルB）を書き込むための準備
として，外部記録媒体の認識動作を実施

■記録を終了（中断）した④の時点において，収録装置は外部記録媒体に対して以下の動作を順次実施。

(d)データファイ
ルBの外部記
録媒体への書
き込み開始

(b)の確認動作は，(a)の書き
込み終了後Ｔ２以内に完了
する設計となっていたが，
実際にはＴ２を上回る場合
がある

(c)で外部記録媒体の認識動
作を試行時，外部記録媒体へ
のアクセスが(b)の動作で占有
されており，外部記録媒体の
認識動作に失敗

収録装置は外部記録
媒体の不良と判断し，
(d)の後続部分のデー
タ書き込みを行わない

当該収録装置
（問題点）

図３．記録中断後の収録装置の動作及び当該収録装置の問題点

(a)データファイルA書き込み終了 (b)書き込み確認動作

（Ｔ２）
(c)外部記録媒体認識動作

(d)データファイルB書き込み開始【赤く囲った部分の詳細】
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福島第一原子力発電所における 

平成 23 年東北地方太平洋沖地震本震の観測記録 
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表１ 各地震観測点における記録取得状況 

敷地地盤  建屋 

観測箇所 観測位置 観測点名 
取得 
状況 

号機 建屋 観測位置 観測点名 
取得 
状況 

O.P.+32.9m GS1 ○ ２階 1-R1 － 

O.P. -5.0m GS2 ○ 

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 1-R2 ○ 

O.P. -100m GS3 ○ ２階 1-T1 － 

O.P. -200m GS4 ○ ２階(ペデスタル) 1-T2 － 

自由地盤系 
南地点 

O.P. -300m GS5 ○ 

１
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 1-T3 － 

O.P.+12.2m GN1 ○ ２階 2-R1 － 

O.P. -5.0m GN2 ○ 

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 2-R2 ○ 

O.P. -100m GN3 ○ ２階 2-T1 － 

O.P. -200m GN4 ○ ２階(ペデスタル) 2-T2 － 

自由地盤系 
北地点 

O.P. -300m GN5 ○ 

２
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 2-T3 － 

O.P.+13.5m P7 － ２階 3-R1 － 

O.P. -4.0m P12 － 

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 3-R2 ○ 

O.P.-18.0m P13 ○ ２階 3-T1 － 

O.P.-18.0m P4 ○ ２階(ペデスタル) 3-T2 － 

６号機建屋 
周辺地盤 

O.P. -130m P14 ○ 

３
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 3-T3 － 

     ２階 4-R1 － 

     

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 4-R2 ○ 

     ２階 4-T1 － 

     ２階(ペデスタル) 4-T2 － 

     

４
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 4-T3 － 

     ２階 5-R1 － 

     

原子炉 
建屋 地下１階(基礎版上) 5-R2 ○ 

     ２階 5-T1 － 

     ２階(ペデスタル) 5-T2 － 

     

５
号
機 タービン

建屋 
地下１階(基礎版上) 5-T3 － 

     P1 ○ 

     
屋根トラス 

P11 ○ 

     P2 ○ 

     
６階 

P10 ○ 

     ２階 P8 ○ 

     6-R2 ○ 

     P3 ○ 

     

原子炉 
建屋 

地下２階(基礎版上) 

P5 ○ 

     ２階 6-T1 － 

     ２階(ペデスタル) P9 ○ 

     

６
号
機 

タービン
建屋 

地下１階(基礎版上) P6 ○ 

     
自由地盤系南地点

地震観測室 

観測室内 
(O.P.+35.2m) 

4-G1 ○ 

     
自由地盤系北地点

地震観測室 

観測室内 
(O.P.+14.5m) 

6-G1 － 

※ 記録取得状況の欄の凡例は，以下のとおり。 

○：記録取得済（29 箇所） 

－：以下に示す理由により記録未取得（24 箇所） 

  〔６号機建屋周辺地盤 P7,P12 観測点〕加速度時刻歴データの途中で異常が認められるため。 

  〔その他の観測点〕現時点で地震計への通信及び地震計の現地確認ができていないため。 
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表２ 敷地地盤で得られた観測記録の最大加速度値 

      

観測された最大加速度値（単位：Gal） 
観測箇所 観測位置 観測点名

NS 方向 EW 方向 UD 方向 

O.P.+32.9m GS1 463 600 326 

O.P. -5.0m GS2 250 345 142 

O.P. -100m GS3 249 321 153 

O.P. -200m GS4 242 355 163 

自由地盤系 

南地点 

O.P. -300m GS5 242 360 154  

O.P.+12.2m GN1 570 699 239 

O.P. -5.0m GN2 293 456 166 

O.P. -100m GN3 313 258 143 

O.P. -200m GN4 250 220 116 

自由地盤系 

北地点 

O.P. -300m GN5 231 248 106 

O.P.-18.0m P13 252  405  194  

O.P.-18.0m P4 209 387 189 
６号機 

建屋周辺地盤 
O.P. -130m P14 313  302  113  
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表３ 各建屋で得られた観測記録の最大加速度値 

      

観測された最大加速度値（単位：Gal）
号機 建屋 観測位置 観測点名

NS 方向 EW 方向 UD 方向 

１号機 原子炉建屋 地下１階(基礎版上) 1-R2   460 *   447 *   258 * 

２号機 原子炉建屋 地下１階(基礎版上) 2-R2   348 *   550 *   302 * 

３号機 原子炉建屋 地下１階(基礎版上) 3-R2   322 *   507 *   231 * 

４号機 原子炉建屋 地下１階(基礎版上) 4-R2   281 *   319 *   200 * 

５号機 原子炉建屋 地下１階(基礎版上) 5-R2   311 *   548 *   256 * 

P1 962  661  353  
屋根トラス 

P11     (1372) 

P2 575  487  334  
６階 

P10 552  557  293  

２階 P8 358  390  209  

6-R2   298 *   444 *   171 * 

P3 290  431  163  

原子炉建屋 

地下２階(基礎版上)

P5 279  425  244  

２階(ペデスタル) P9 728 790 262  

６号機 

タービン建屋 
地下１階(基礎版上) P6 299  505 211 

自由地盤系南地点 
地震観測室 

観測室内
(O.P.+35.2m) 

4-G1   499 *   628 *   401 * 

※1) 表中の＊印を付した観測記録は，記録開始から 130～150 秒程度で記録が中断している。 

※2) 観測していない方向については斜線で示している。 

※3) P11 観測点における括弧内の値は，センサーの規格値(1000Gal)を上回っているため，参考値。 
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図１ 自由地盤系南地点地震観測点の加速度時刻歴波形（NS 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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（e）GS5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図２ 自由地盤系南地点地震観測点の加速度時刻歴波形（EW 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図３ 自由地盤系南地点地震観測点の加速度時刻歴波形（UD 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図４ 自由地盤系北地点地震観測点の加速度時刻歴波形（NS 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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（e）GN5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図５ 自由地盤系北地点地震観測点の加速度時刻歴波形（EW 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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（e）GN5 観測点（O.P.-300m） 

 

 

図６ 自由地盤系北地点地震観測点の加速度時刻歴波形（UD 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震]
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（a）P13 観測点（O.P.-18.0m） 
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（b）P4 観測点（O.P.-18.0m） 
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（c）P14 観測点（O.P.-130m） 

 

※ P13 観測点と P4･P14 観測点は平面位置が離れている。 

 

図７ ６号機建屋周辺地盤地震観測点の加速度時刻歴波形（NS 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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（b）P4 観測点（O.P.-18.0m） 
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（c）P14 観測点（O.P.-130m） 

 

※ P13 観測点と P4･P14 観測点は平面位置が離れている。 

 

図８ ６号機建屋周辺地盤地震観測点の加速度時刻歴波形（EW 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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（a）P13 観測点（O.P.-18.0m） 
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（b）P4 観測点（O.P.-18.0m） 
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（c）P14 観測点（O.P.-130m） 

 

※ P13 観測点と P4･P14 観測点は平面位置が離れている。 

 

図９ ６号機建屋周辺地盤地震観測点の加速度時刻歴波形（UD 方向） 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 
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図 10 １号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，1-R2 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 11 ２号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，2-R2 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 12 ３号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，3-R2 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 13 ４号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，4-R2 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 14 ５号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，5-R2 観測点] 

EW 方向 

UD 方向 

NS 方向 
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図 15 ６号機原子炉建屋屋根トラスの加速度時刻歴波形 

 [2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P1 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 16 ６号機原子炉建屋屋根トラスの加速度時刻歴波形 

 [2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P11 観測点] 

NS 方向：観測していない。 

EW 方向：観測していない。 

UD 方向 ※センサーの規格値(1000Gal)を上回っているため，参考値。 
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図 17 ６号機原子炉建屋６階の加速度時刻歴波形 

 [2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P2 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 18 ６号機原子炉建屋６階の加速度時刻歴波形 

 [2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P10 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 19 ６号機原子炉建屋２階の加速度時刻歴波形 

 [2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P8 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 20 ６号機原子炉建屋地下２階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，6-R2 観測点] 

EW 方向 

UD 方向 

NS 方向 
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図 21 ６号機原子炉建屋地下２階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P3 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 22 ６号機原子炉建屋地下２階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

 [2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P5 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 23 ６号機タービン建屋２階（ペデスタル）の加速度時刻歴波形 

 [2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P9 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 24 ６号機タービン建屋地下１階（基礎版上）の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P6 観測点] 

NS 方向 

EW 方向 

UD 方向 
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図 25 自由地盤系南地点地震観測室内（O.P.+35.2m）の加速度時刻歴波形 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，4-G1 観測点] 
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(a) NS 方向                 (b) EW 方向                  (c) UD 方向 

 

図 26 自由地盤系南地点地震観測点における深度別の擬似速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 

GS1 観測点（O.P.+32.9m） 
GS2 観測点（O.P. -5.0m） 
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GS5 観測点（O.P. -300m） 
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図 27 自由地盤系北地点地震観測点における深度別の擬似速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 

GN1 観測点（O.P.+12.2m） 
GN2 観測点（O.P. -5.0m） 
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※ P13 観測点と P4･P14 観測点は平面位置が離れている。 

 

図 28 ６号機建屋周辺地盤地震観測点における深度別の擬似速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 

P13 観測点（標高-18.0m） 
P 4 観測点（標高-18.0m） 
P14 観測点（標高 -130m） 

P13 観測点（標高-18.0m） 
P 4 観測点（標高-18.0m） 
P14 観測点（標高 -130m） 

P13 観測点（標高-18.0m）
P 4 観測点（標高-18.0m） 
P14 観測点（標高 -130m） 
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図 29 １号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，1-R2 観測点] 
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図 30 ２号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，2-R2 観測点] 
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図 31 ３号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，3-R2 観測点] 
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図 32 ４号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，4-R2 観測点] 
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図 33 ５号機原子炉建屋地下１階（基礎版上）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，5-R2 観測点]  
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図 34 ６号機原子炉建屋屋根トラスの加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 

※ P11 観測点における記録は， 
センサーの規格値(1000Gal)を 
上回っているため，参考値。 
 

P 1 観測点
P11 観測点（UD 方向のみ観測） 
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図 35 ６号機原子炉建屋６階の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震] 

P 2 観測点
P10 観測点 



39 

 

0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5
0

1000

2000

3000

周  期(秒)

加
 

速
 

度
 

(Gal)

(h=0.05)

 
(a) NS 方向 

 

0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5
0

1000

2000

3000

周  期(秒)

加
 

速
 

度
 

(Gal)

(h=0.05)

 
(b) EW 方向 

0.02 0.05 0.1 0.2 0.5 1 2 5
0

1000

2000

3000

周  期(秒)

加
 

速
 

度
 

(Gal)

(h=0.05)

 

(c) UD 方向 

 

図 36 ６号機原子炉建屋２階の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P8 観測点] 
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図 37 ６号機原子炉建屋地下２階（基礎版上）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震]  

6-R2 観測点
P3 観測点 
P5 観測点 
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図 38 ６号機タービン建屋２階（ペデスタル）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P9 観測点] 
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図 39 ６号機タービン建屋地下１階（基礎版上）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，P6 観測点]
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図 40 自由地盤系南地点地震観測室内（O.P.+35.2m）の加速度応答スペクトル(h=0.05) 

[2011 年３月 11 日 14 時 46 分東北地方太平洋沖地震，4-G1 観測点] 
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